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７ ． １ . １ ６

行 政 管 理 課

▶ 「中心市街地活性」、 「人口定常化」へ

令和７年度 松本市の組織改編

・移住推進、交流人口の拡大に部局横断的に取り組む
・移住（交流人口増）につながる情報をワンストップで提供 等

お城まちなみ創造本部

総合戦略局

「お城まちなみ創造本部」を、 「中心市街地活性本部」に改組
総合戦略局に、「移住交流推進室」を新設

「中心市街地活性本部」に改組、 「移住交流推進室」を新設

移住交流推進室

中心市街地活性本部

総合戦略局現在 Ｒ７.４.１

（正規４名）

（正規５名・会計年度３名）

（室長１名）

改 （本部長１名）

・これまでの業務エリア（松本城周辺）に駅周辺エリアを追加
・駅周辺の活性化に向けた庁内外の調整 等

新
人権共生課

移住推進課

住民自治局

国際交流担当
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行 政 管 理 課

▶国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会開催に向けた体制整備
▶国際文化観光都市の実現へ

スポーツ部

（正規７名・会計年度３名）

（部長１名）

・国スポ等を企画・運営
・国、県、競技団体、運営組織等と連絡調整

文化観光部

スポーツ本部

スポーツ事業推進課

スポーツ施設整備課

新

スポーツ事業推進課

スポーツ施設整備課

国スポ・全障スポ企画課新

博物館移

松本城整備課

文化財課移

・教育委員会から博物館、文化財課を移管
・文化資産を大切にしながら、観光施策と
連携を強化

（正規１４名・会計年度２９名）

（正規６名・会計年度５名）

（正規１８名・会計年度１３名）

・松本城関連の整備事業を一元化

「スポーツ部」を新設、文化観光部に博物館・文化財課を移管

現在 Ｒ７.４.１

新

廃

令和７年度 松本市の組織改編

教育委員会

博物館

文化財課

文化観光部
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行 政 管 理 課

▶若者が積極的に社会・政治に参画できるよう支援

（人事課兼務）

・人材確保・育成に注力
・カスタマーハラスメント対策 等

こども部

現在

・若者が社会や政治に積極的に参加
する環境を若者ともに推進 等

若者参画課

Ｒ７.４.１

（正規５名・会計年度４名）

こども若者部

▶人材確保・育成の体制強化、カスタマーハラスメント対策

総務部

職員課

新

総務部

人事課

カスタマーハラスメント対策室
（正規２４名・会計年度４名）

・市立特別支援学校設置の推進

教育委員会 教育委員会

特別支援学校設置準備室 （正規２名）

▶特別支援学校設置に向けて

学校教育課

改

「カスハラ対策室」・「若者参画課」を新設

新

改

新

学校教育課

令和７年度 松本市の組織改編
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ｱﾙﾌﾟｽﾘｿﾞｰﾄ整備本部

来週24日
初会合

松本市 上高地の文化財管理団体

管理運営のあり方に関する研究会を発足

文化庁が文化財の管理団体に松本市を指定昨年８月

10月

自然災害の激甚化

急速に変化する状況

上高地保存活用計画の策定に着手

･･･国立公園と調和を図りながら文化財として保存・活用する方針や方法を明記

応急対応や管理体制の充実など、根本的な課題対応策を講じる必要性が高まっている

令和８年度策定予定

◇目指すべき管理の仕組み、実現に必要な費用・制度・運用方法を研究

◇現在の管理体制や上高地にかかる費用等の現状や課題を把握

上高地の管理運営のあり方に関する研究会

次代の管理運営のあり方を検討

■ 上高地の現状と課題

令和７年度末 環境省・松本市に提言予定

◇環境省・松本市・宿舎事業者で組織

来訪者の増加・多様化 予算・人員の不足 複雑な管理体制

管理上の課題



No 所属 区分 備考

１ 五千尺ホテル上高地 宿舎事業者（河童橋周辺）

２ ホテル白樺荘 宿舎事業者（河童橋周辺）

３ 中の湯温泉旅館 宿舎事業者（大正池・中ノ湯・坂巻）

４ 山のひだや 宿舎事業者（明神・徳沢・横尾）

５ 徳澤園 宿舎事業者（明神・徳沢・横尾）

６ 横尾山荘 宿舎事業者（明神・徳沢・横尾）

７ 槍ヶ岳山荘 宿舎事業者（山岳地域）

８ 北穂高小屋 宿舎事業者（山岳地域）

９ 穂高岳山荘 宿舎事業者（山岳地域）

10 (一財）自然公園財団 公園管理団体

11 アルピコ交通株式会社 交通事業者

12 環境省中部山岳国立公園管理事務所 国立公園管理者

13 松本市アルプスリゾート整備本部 文化財管理団体（地元自治体）

会員は次代の上高地の管理運営を担う人材を中心に選定
若い人材が中心となって
活発な議論を進めます

共同事務局
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ｱﾙﾌﾟｽﾘｿﾞｰﾄ整備本部

来週24日
初会合

松本市 上高地の文化財管理団体

管理運営のあり方に関する研究会を発足



物価上昇により影響を受けている市民・事業者を幅広く支援

水道料金 ８５８円／月を上限に基本料金減額
総額

２億 ４４９万円

下水道使用料 1,452円／月を上限に基本料金減額
※農業集落排水使用料、合併処理浄化槽使用料も同様に減額

総額
３億２９５３万円

▶対象：すべての給水契約者・下水道使用者（公共施設を除く）

生活・経済対策パッケージ
地方創生臨時交付金を活用

2か月分の水道・下水道料金を減額
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上下水道局

１月専決補正予算

▶期間：令和７年２月・３月の２か月分

▶軽減額

期間 料金種別 軽減額 軽減総額（予算）

R4.10～R5.1 ４か月分 水道料金 ８５８円／月 4億 ９９６万円

R5.10～R6.3 ６か月分
水道料金

下水道使用料
８５８円／月

１，４５２円／月
６億 ７４６万円
９億７５３４万円

これまで２回、同様の軽減を実施



この冬は親子で市内のスキー場へ

Mt.乗鞍・野麦峠 リフト券が無料
1月18日
から

▶利用方法
【保護者】 【市役所】

②受付番号の保存

①電子申請フォーム
から申請

【小中学生と保護者】

④受付番号・子どもの名前
学校名を記入

③受付番号の提示
【スキー場】

※電子申請フォームは松本市から保護者へ配信します
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アルプスリゾート整備本部

１８歳以下 もともと無料 同伴保護者 5,５００円（繁忙期）
4,５００円（通常期）
3,５００円（閑散期）

【市補助（上限１，3００万円）】

◆Mt.乗鞍スノーリゾート ◆野麦峠スキー場

小中学生 ５００円
同伴保護者 3,０００円

【市補助（上限400万円）】

▶対象リフト券

令和７年１月１８日（土）～▶期間 ※６年度シーズン終了または、補助上限に達するまで実施

厳しい経営が続く市内スキー場 存続に向けて地元住民有志が支援し今季も営業中

小中学生の来場を促進するため、松本市がリフト代を支援
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7 ． 1 . 1 6

観光プロモーション課

国際文化観光都市にふさわしい玄関口へ

松本駅観光案内所が生まれ変わります
３月初旬
完成

電飾サインに変更
視認性を向上

パンフレット棚を新調
情報発信を強化

みなさんの投票で決定_

松本市観光ブランドロゴ
「ＳＯＵＮＤｓ ＭＡＴＳＵＭＯＴＯ」

自然

街並み

波形

内装に県産材を活用
温かみのある空間へ

※デザインはイメージです

稜線

山からの
水

歴史

高揚感

人の
つながり

音の波形で
表現


